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糖鎖とフルオラスの細胞工学
Cell Engineering with Glyco and Fluorous Compounds

◆糖鎖化合物を用いる細胞工学：細胞内の糖鎖合成を制御する薬剤の探索

◆フルオラス化合物を用いる細胞工学：フルオラス溶媒中で細胞を培養する

DMEM-F12 4,4,5,5,5-Pentafluoropentanol 2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,6-Undecafluoro-1-hexanol

Water (Milli Q) Perfluoromethylcyclohexane 2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,7,7-Dodecafluoroheptanol

1,1,1,3,3,3-Hexafluoro-2-propanol 3,3,4,4,5,5,6,6,6-Nonafluoro-1-hexanol

17.5 mM Glucose in water

Ethyl pentafluoropropionate

2,2,3,3,4,4,5,5-Octafluoro-1-pentanolPhosphate Buffered Saline (PBS)

Fluorous solvent

Mouse melanoma B16 cells
5 x 105 cells/well
24-well dish
DMEM-F12 medium (1.5 mL)
37 oC,  5% CO2

フルオラス溶媒は酸素分子を高濃度で溶解する
→ 細胞培養の新しい環境として利用できる！
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薬剤候補化合物

診断分子 動物細胞 糖鎖が伸びた生成物

薬剤なし 薬剤あり

薄層クロマトグラフィー

細胞内における糖鎖の異常が疾患を引き起こす → 細胞内の糖鎖合成を制御する薬剤を探索する
→ しかし、細胞内の糖鎖は微量のため分析が困難 → 診断分子を用いてモニタリングする！

この方法では、細胞を破壊することなく、糖鎖の生合成を増幅してモニタリングできる。
しかも、薬剤候補化合物を診断分子と同時に投与するので、薬剤の効果がダイレクトに反映される。

さらに、アジド化合物を用いて蛍光分子とのクリック反応によって、測定感度と精度が上がった。
薬剤候補化合物


